
「灯りの継承者（Light Inheritors）」プロジェクト
―移住者が地域の冬の物語を“引き継ぎ、更新する” ―

大東文化大学 社会学部
阿部ゼミ

・2025年版「住みたい田舎ベストランキン
グ」総合部門第5位（宝島社『田舎暮らしの本』）

⇒鶴岡市は移住先として一定の評価
⇒「地域に溶け込めるか」「知り合いが

できるか」といった人間関係への不安
⇒移住者は「支援される側」となり、地域

の担い手として力を発揮しにくい。

鶴岡市の移住に関する課題

灯りをつくるだけじゃない、関係を灯すまちづくり。
藤島歴史公園「Hisu花」× 移住者 × 大東文化大学

よそ者の視点で地域を更新する共創モデル ―

大学3年間を通じて、鶴岡での体系的なフィールドワークを行い、
地域問題の解決と地域住民との交流を行っています

3年生ゼミ
＜社会学演習Ⅱ＞

「Hisu花 × 移住者 × 大学」
共創モデル図

「Hisu花イルミネーション」

・藤島歴史公園「Hisu花」ワークショップは、
鶴岡市藤島地域にある歴史公園の活用とし
て、市民有志を中心に、中学生・高校生、地
元企業、大学生などが世代を超えて協働し、
約16万個の灯りをともすイベント実施。

「Hisu花」ワークショップ
＜地域住民＋大東文化大学・阿部ゼミによる混成チーム＞

「灯りの継承者（Light Inheritors）」
プロジェクトの効果

移住者への効果
～「不安な新参者」から「語れる当事者」へ～

地域住民にとっての効果
～「守る側」から「更新する側」へ～

若者・学生にとっての効果
～「手伝い」から「編集者・記録者」へ～

鶴岡市にとっての効果
～「支援策」から「関係構築モデル」へ～

初めて鶴岡の冬を迎えた移住者が、地元の中学生と並ん
で灯りを取り付ける。点灯の瞬間、その灯りは、その人に

とっては「この地域で最初の居場所」になる。

移住者を増やすのではなく、新しく来た人の言葉が、次の鶴岡を少しずつ形づくっていくた
めの仕組みづくり、16万個の灯りの中に、新しくこのまちを選んだ人の想いが一つずつ宿る

その風景こそが、鶴岡の未来である。

・イルミネーション全体の企画・設営・運営、安全管理、
会場調整、・当日イベント企画、移住者の受け入れ

ワークショップの役割

・Hisu花準備・運営への参加 ① 1灯1ストーリーの作成、
②フィールドノートの記録、③ 改善提案1件の提出

移住者の役割

・移住者へのインタビュー・ストーリーの編集補助
 ・展示・SNS用コメント作成

地域の中学生・高校生の役割

・移住者の語り・記録のデータ整理、・図解パネル・ZINE制作、
Instagram・Web発信、＜3D＝Data・Design・Digitalを担当＞

大東文化大学の役割
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